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2004年度より数年次にわたって「技芸科施設・設備の現状と将来展望」に取り組んでいる。来るべき校舎の

全面新築に備え教科関連施設・設備の現状を把握し、新たな課題を見つけ¥それらへの対応策を提案できるよ

う準備している。 2007年に家庭科の報告をした時点から 4年が経過した。この問、関係各所の見学:を繰り返し、

本校施設・設備の問題点を探るとともに、他校の運用上の工夫を学んで、きた。これについて報告する。

キーワード:調理実習室 (practicalroom of cooking)、街房設備 (kitcheneq山pment)

1 はじめに

2004年度より数年次にわたって、技芸科の教科プロ

ジェクト研究として、「技芸科施設・設備の現状と将来

展望Jに取り組んでいる。実技強化の教育効果は、教

科指導に必要な施設・設備の充実度に依存する部分が

少なくなく、また他教科に比較してその規模が格段に

大きいといえる。本校では基本的に 1950年代から 60

年代に建築された現校舎の施設・設備を改善・修繕し

ながらそのまま使用し続けている。当面、時期は未定

であるものの、来るべき全面改修に備えて、当科関連

施設・設備の現状を正確に把握し、問題点や新たな課

題を見いだし、それらへの対応策をいつでも仕様とし

て提案できるようにしておくことが急務といえる。

家庭科では、 2007年に関連教室の施設・設備の状況

について記した。 授業担当者から本校の施設・設備を

見て、絶対的に不足している、あるいは問題があると

患われる点を明らかにした。しかし、不足点、問題点

を列挙しでも、予算上の制約などがあり、改善に甚結

するとは限らない。実際、後述のとおり、この 4年間

で大きな改善は得られなかった。

今回の諦査では、本校と類似した状況に置かれてい

る中高一貫校数校の現状を報告する。それらの学校と

の対比から、本校施設が抱える相対的な問題点を浮か

び上がらせる。あわせて、他校が実施している運用上

View of the facilities and equipment in Gigei division 

の工夫から、恵まれていない施設のもとでどのような

授業運営ができるか、そしてそれが本校での当面の改

善に寄与するかを検討する。

2.本校家騒科関連教室の現状
『論集』第 47集に記したところであるが、以下に

話料三にふり返る。

家庭科が主として授業で使用している教室は621調

理実習室と 622家庭科書道教室の2つである。これら

のうち、調理実習室は家庭科が管理しており、家庭科

書道教室は国語科(書写)・芸術科(書道)が管理して

し1る。以下にこれら 2教室を概観する。

2. 1 鏑理実習室

2. 1. 1施設

6号館21}皆(621教室)に位置し、南北方向 12m、東

西方向 8m、面積96m2となっている。家庭科の調理

実習13寺に使用されている。

2.1.2什器

主たるものは以下の①~③である。

①調理台...生徒が食材を扱うテープマルで、ある。流しと

一体化されている。 W1800mm(流し部 500+調理

台部 750+コンロ部 550)x D900 mm  x H800 

mmとなっている。調理実習室内に 9台設置されて

(Second Report， from Home Economics section) Practical room of Cooking 
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し1る。

②試食机一生徒が調理された料理を試食するテーブル

で、あるoW1200 mm x D600 mm  x H685 mmと

いう大きさのものである。 12台設寵されている。

③示範台..，教員が調理を演示したり、食材を取り分け

る作業テーブノレで、ある。教室前方に設置されているo

W2200mm x D900 mm xH800 mmとなっている。

1台設置されている。

2.1.3設儲鴎機器

主たるものとして、食器戸棚、まな板包丁殺菌保管

庫が設置されている。また、室外の廊下に業務汗j冷蔵

庫が設撞されている。

2.2.家庭盤道教護

2.2.1施設

調理実習室とi司じく 6号館21)皆(622教室)に位置し、

南北方向 12m、東西方向 8m、面積96m2となって

いる。高校家庭科の調理実習時以外、仁iコ学技術・家庭

科(家庭分野)の被服実習時、そして中学国語(書写)、高

校芸術(書道)の授業時に使用されており、稼働率の高

し¥教室である。

2.2.2什器

主たる什器は机で、ある。 W1500mm X D600 mm  

xH700 mmが22台配置されている。

2.3施設設繍上の関霊重点

『論集』第 4幻7集に r J.施j血包設設保備j上の!問古習7題
めて以下のように述べ7たこO

①冷暖房の空調設備が未整備である。

②調理実習室の什器(調理台・試食1;fL)の大きさ・
高さが、実習にはやや不向きである。

③調理実習室の示範用鏡の設置が望まれる。

④食器戸棚(誠理器具も収納)増設のスペースが

必要である。

⑤業務用冷蔵庫を廊下に直接面さない室内に移動

することが安全上望まれる。

@家庭科準備室とは別個に家庭科の器材室の新設

が望まれる。

⑦家庭科/書道室の机の大きさが実習にはやや不

向きである。

この 4年間で、上記問題点のうち、①について、前

提となる r6号館電気容量の更新jが、 2012年度の本

校営繕事業の要求第 1位に掲載されるに至った。今後

の改善が期待できる。

また、⑦に関連することとして、椅子が丸椅子から

標準の生徒椅子に変更され、実習時の姿勢の改善が函

れるようになった。

3.勉校の家躍科関連教室の鵠察

本校の問題点を整理するために、他校の家庭科関連

教室の視察調査を実施した。調査にあたっては、上記

2.3の問題点が他校でどのように解消されているか、

あるいは本校同様に問題になっているのかが明らかに

なるように留意した。

調査時期は2011年 7月から 11月で、調査対象とし

たのは以下の 4校である。

-千葉県立千葉高等学校・千葉中学校

・千葉市立稲毛高等学校・間P付属中学校

(以上、公立の併設型中高一貫校)

-麻布高等学校・中学校

(私立の完全中高一真校j))

-千葉県立I=D1i蕃明誠高等学校

(千葉県内最新設の公立高等学校)

3.1公立中高一議綾の家縫科教室

今回調査対象とした「併設型Jの公立中高一貫校ω

は、それぞれ設置者が中高間ーであるが、教員人事が

中高別個に行われている。また仁!こi学から内部進学する

生徒数よりも高校受験を経て入学する生徒数が多い。

これらの点が本校と異なっている。

3. 1. 1千葉際立千葉高等学校 s 千葉中学校

高校は 1878年に!日制中学として開校した。中学は

2008年に開校した。

中学の定員は 2クラス 80名で、ここに高校入試を

へて外部から 240名が入学し、高校の定員は 8クラス

320名となっている凶。教員人事は中高別個で、分掌

や教科運営も別個に行われているMO

3. 1. 1. 1施設

高校既設の実習室(調理実習室、被服実習室)と、

新設された実習室(中学家庭科室)の 3教室である。

実際の授業では、中学のホームルーム教室も使用され

ている。
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中学家庭科室(図 1)は2011年の中学棟(中学の職員

室、ホームノレーム教室)竣工に伴い、これまでの中学

ホームルーム教室として用いていた高校棟内部の普通

教室を改造したものである。

図1. 中学家庭科室

天井からはミシン用のコンセントが続く。

3. 1. 1. 2什器

①調理台(lZl2) 

W1500 mm x D900 mm x H800 mmが8台(4台

x 2 列)設置されている。前後の調理台同士の I~司は

1500 mmと十分な間隔がとられている(本校は 1200

mm)。また図 2奥のコンロと試食机との制覇も 900

mmと十分な広さが保たれている。

密 2. 調理台

奥には試食机が並んでいる。

②試食机

図 2奥に並んでおり W1500mm x D750 mm X 

H750 mmと、本校より一回り大きなものが用いられ

ている。

③被服実習室作業台(図 3)

W1500 mm X D600 mm X H750 mmが21台(7台

X3列)設置されている。台の大きさ自体は本校と変わ

りないが、と、、っしりとした木製机のため、安定感が大

きい。また台の表面には塩化ピニルのデスクマットが

張られ、被j誠実習に適したものとなっている。

図3. 被服室作業台

④中学家庭科室作業台

IZl 1に写されている作業台である。 W1800mm X 

D600 mm X H750 mmが 10台(5台 x2 )i1J)設置さ
~/している。

3. 1. 1. 3設構鍾

特筆すべきもののみ取り上げる。

①包丁まな板殺菌保管庫(乾燥機能付き)(lZl 4) 

2010年度に購入したものが 2台設置されている。

本校にも同様のものが設置されているが、乾j桑1幾能を

1i蓄えていないため、乾燥不十分によるカビの発生は抑

えられない。衛生環境向上のためにぜひ早期の導入を

検討したい。

密 4. 殺菌保管庫

②テープ、ルミシン(図 5)

図5のような作業台付きのテーブルミシンが、被服

実習室、中学家庭科室ともに 10台ずつ設置されてい

る。ミシン単独の場合と異なり収納械には~又められず、
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教室角にある程度の設置スペースが必要となる。しか

し、ミシンを収納棚から移動する擦の落下事故が妨げ

たり、教室の作業台のミシン配置スペースが不要にな

るなど利点も大きい。本校では、家庭科書道教室を国

語科・芸術科と共用しており、設置スペースの確保が

盟難であるが、将来的には導入を検討したし ¥v)。

図5 テーブルミシン

作業時(左)と収納時(右)

3. 1. 1. 4設業運用など

高校は高2で家庭基礎2単位を2時関連続で実施し

ている。基本的に被H良実習室・調理実習室を使用して

いる。調忠実習を実施する都合上、 3 ・ 4f時間 I~j 、 5 ・ 6

1時間自に 8クラスに配当しているので、週 4j=1 は稼働

している。

中学は、中 1 ではクラス分割の上、通年~1

時間、中 2では週2時間を半期、仁!こ13では遡 1時間を

半期実施している。基本的に、中学ホームルーム教室

と中学家庭科室を用し¥ているが、中 2の…部では調理

実習室を使用している。

授業担当者は中学と高校とで完全に別れている。カ

リキュラム上の連携については、前述のとおり中学か

ら高校へと内部進学してくる生徒の方が全体の 1/4

に過ぎないため、詳細にはなされていないといえる。

担当教諭は以下のように述べている。

「たとえば実習題材についてf高校の衣生活領域で
手縫いの実習を行うので、中学ではミシンを用いた実

習を行う』など、高校でやらないことを中学でしてい

る状態であるJ

また、「内容の重複は知識の定着に必要で、あるし、発

達段階により受け手のとらえ方も違うはずだJと、重

複する内容の過度の整理には慎重の姿勢を示している。

授業運営の工夫として臣についたのは、調理実習の

準備・整理時に生徒を積極的に活用している点である。

実習準備時の工夫として、生徒自らに食材(当日仕入

れ品以外)・調味料の計量・取り分けに取り組ませてい

る。実習前日の放課後に、実習斑の選抜者に上記作業

を行わせている。「正確に計量できるかどうかで、明日

の実習の成否が決まるJと生徒を喚起しており、準備

に来ない生徒は皆無ということである。これを実現す

るために、図 6. のように業務用冷蔵庫の仕切りを変

え、食材セットをのせたトレイが 8班 x2クラス分

収納できるように工夫されている。本校とは時間割編

成が異なるため、そのままは導入できないが、参考に

なる事例である。

図6. 業務用冷蔵庫(内部)

調理実習の班ごとに食材を収納できる。

実習整理時には、図 7のような物品確認リストを用

いて班ごとに収納の欠品がないように工夫をしている。

本校は調理台の引き出しは空にし、物品は整理棚で、集

中管理しているためこの方法は採れないが、分散管理型

の調理実習室の場合は、この方式が最善だと考えられる。

図7. プリント「誤理器具についてj

3.1.2千葉市立稲毛高等学校 a間鮒鱗中学校

1979年に高校が開校し、中学は2007年に開校した。

中学定員は 2クラス 80人で、ここに高校入試により

240人が外部から加わり、8クラス 320人規模となるね)。

教員人事は中高別個で、あるが、分掌や教科運営は中高
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が一体化している。同じ公立中高一貫校でも、この点

が県立千葉高校・千葉中学と異なっている。

3. 1. 2. 1施設

高校既設の実習室(調理実習室、被服実習室)の 2

教室である。実際の授業は中高のホームルーム教室で、

も行われている。中学併設に伴う家庭科教室の増設は

行われていない。

3.1. 2. 2什器

①調理台(図 8)

W2100 mm  x D900 mm  x H800 mmが9台(3台

x 3 ~IJ)設置されている。前後の調理台同士の問は
1000 mm、左右の間は 1500mmとト分な間隔がとら

tしている。

図8. 調理台

②試食机(図 9)

r = 600 mmの円形が 9台設置されている。調理台
から少し離れた中庭に面する窓際に配置されており、

開放的な雰囲気を放っている。

図9. 試食杭

③被服実習室作業台(図 10)

W1800 mm  x D1000 mm  x H750 mmが12台(4台

x 3 ~IJ)設置されている。前後の作業台i奇士の関(生徒

が着席しない側)は650mm、左右の間は 1420mmと

十分な間続がとられている。作業台の下は、ミシンの

収納庫となっている。また台の表面には塩化ヒ、、ニルの

デスクマットが張られ、被H設実習に適したものとなっ

ている。

密 10. 被服室作業台

下部がミシンの収納庫となっている O

3. 1. 2. 3設備編機器

他校何様のものが一通り揃っている。特筆すべきは、

調理・被服それぞれに十分な広さの準備室が用意され、

それぞれの室内で機器の格納や教材の準備が可能にな

っている。最近では調理・被服の両実習室が隣二援して

し1る場合は、準備室を共用で済ませることが少なくな

し1中、このような準備室配置は理想的なものである。

図11. 誤理準備室
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3.1. 2. 4 ど

高校は高 1で家庭基礎2単位を 1!時間ずつバラバラ

に実施している。基本的に高校ホームルーム教室・被

服実習室・調理実習室を使用している。

一方、中学も 1時間ずつバラバラに、中 1・中 2は

逓 2時!習を通年で、中 3は週 2!時間を半期で実施して

いる。基本的に中学ホームルーム教室と被服実習室を

用いているが、中 2の調理実習実施時には調理実習室

を使用している。また、中 3の選択授業で家庭分野を

選択する生徒もいる。

授業担当者は中学から高校へと持ち上がりが可能な

運用になっている。もともと高校のみの学校であるた

め、カリキュラムづくりにおいては高校を基準にしな

がら、重ならない題材で、中学を組み上げている。成果

についてはまだ検証中とのことである。

3.2私立中高一重量校の家躍科教整

3.2.1蘇布中学校鍾高等学校

1895 1~三に創立した学校である。現在は中高とも 7

クラス定員となっている。 麻布中学・高校は完全i中高

一貫校であり、設置者も教員人事も中高同一である。

全ての生徒が中学から高校へ進学するが、外部から高

校へ入学する制度がない。この点が本校と異なる。

家庭科(技術・家庭科の家庭分野を含む)は、 1996

年に開始された。

3. 2. 1. 1施設

2006年に新設された家庭科教室の 1教室である。実

際の授業は中高のホームルーム教室で、も行われている。

なお、今回の視察で訪問した家庭科関連教室の中で、

麻布高校・中学のみ冷房が完備されていることを付記

しておく。

3.2. 1. 2什器

①調理台(殴 12)

壁面に沿って配聾されている。 4隅に 1台ずつ、教

室後方に 4台の合計 8台が設置されている。これは、

家庭科教室が誠理実習以外の多用途で使用されるため、

教室中央に思定物をなくし、後述の作業机を自由に配

置できることを企図したものである。

函 12の教室隅に配置されている rL字Jタイプの

場合、シンク側の部分はW2000mm X D990 mm X 

H800mmで、コンロ部分は、W700mm X D700 mm 

X H800 mmである。

図12. 誠理台

教室の縞に配置されているタイプ

②作業机(図 13)

W1200 mm x D600 mm x H700 mmのものが 22

台配置されている。折りたたみ可能で、 )jtpには自在キ

ャスターが付けられている。平素は教室前方向きで整

然と配置されているが、班活動やワークショップなど

授業形態に応じて机の配置は変えられる。

図13. 作業杭

この他に、教室内には、天板の大きさは向じだが、

高さが 100mm高し¥(H800mmH乍業机が折りたたま

れた形で8台用意されている。これは調理台とi司じ高

さに揃えられており、調理実習時には即座に調理台の

拡張部分となるものである。
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図14. 高さの異なる作業机

奥の調理台手前の作業机は 100mm高い。

3.2. 1. 3設構盤機器

他校同様のものが一通り揃っている。特筆すべきは、

調理台上を利用した収納と、あらゆる扉に鍵がかけら

れるようになっている点で、ある。

前者は、実習室ではあまり見かけないものであるが、

家庭の台所では主流のものであり、広いとはいえない

スペースを有効に利用するものである。後者は、実習

以外の平素の家庭科授業時に事故が起きないように配

慮されているものである。

図15. 調理台上の収納概

すべての扉に鍵がかけられる。

3.2.1.ヰ授業運用など

中高ともに学校設定科医であり、中 1は「生活科学J

を避に 1時間、高 1は「生活総合j を週に 1時間(他

に高 1の夏季休暇牛qこ「生活総合 夏休み体験学習課

題jを1テーマ以上選択し、 1単位分としている)実施

している。

非常勤教員3名が、3曜日で中高合計 14クラスを担

当している。時間割上の重なりがある場合は、中学が

優先的に家庭科教室を利用している。

また、家庭科の常勤教員がいないため、教科の意向

を職員会議に反映させるために、常勤の他教科教員有

志による「家庭科を支える会Jが設けられている。 1996

年の家庭科開始にあたっても、それ以前からの他教科

教員の自主的な学習会の積み上げが功を奏したとのこ

とである。

3.3 

ここまで、中高一貫校の家庭科教室を見てきた。

大きな改修が望めない中、既存の施設・設備を用し¥

て運用上の工夫で、対応するところが少なくない。

最後に、近年では少なくなった新設校の家庭;科教室

を見学し、施設・設備の最新事情を眺めることとする。

3.3.1 

1902年に開校し幾多の変遷を遂げてきた県立印熔-

高校が、 2010年4月に移iHえ・改称したものである。

密 16. E~纏明誠高校外観

3.3. 1. 1施設

被服実習室と調理実習室の 2教室である。

図17. 調理実習室

教室中央に配置されているのが試食杭



密 18 被服室

3.3. 1. 2什器

①調理台(図 19)

W2100 mm x D900 mm x H850 mmのものが、 8

台 (4台 x2列)配置されている。本校のものより

も300mm横に長く、スペースに余裕を持って調理に

取り組むことが出来る。また、これまで取り上げた誠

理台よりも高さが 50mm高い。これは中高一貫校で

はなく高校単独校であるため、中学生の身長を考慮せ

ずに済むためであろう。

関19. 調理台

図20. 誠理実習室配置図

図 20に示したように誠理台は配置され、相互の間

隔は、前後が 1100mm、左右が 2050mmと十分な

広さが確保されている。

②試食机

図17の中央に写っているものである。 W1800mm 

x D900 mm x H700 mmが7台設置されている。

③被HI支実習室作業台

W1800 mm x D900 mm X註750mmのものが縦方

向に2台1組で配置され、 12台(2台 x2組 x3571j) 

設置されている。十分な作業スペースが確保されている。

図21. 被服実習室作業台

3.3. 1. 3設備属機器

特筆すべきもののみ取り上げる。

①テープ、ノレミシン

図5でも示したテーフ、ルミシンが、[-ZJ22のように

配置されている。このようにj有し 1ることで、生徒の作

業スペースを十分に確保することが可能となる。
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図22. 被服室作業台とミシン

②示範用鏡(図 23)

調理実習室の示範台の上に設置されていることが多

い鏡である。多くの学校では、本物の「鏡」がj有し1ら

れているため、重量があり破損・落下のおそれがある。

しかしこの学校の示範用鏡は、ウレタンボード、に鏡面

フィノレムを111tり付けた「フィルムミラーj を利用して

いるため、軽量であり、破片でケガをするおそれがな

い。示範用鏡の教育効果は少なくなく、本校でも導入

を検討したい。

図23. フィルムミラーを使用した示範用鏡

3.3.1.4授業適用など

学年定員は4クラス 160名である。生徒全員が履修

する家庭科の授業は高 1の家庭基礎 2単位である。こ

れをクラス分割して合計8クラス X2時間の合計 16時

間実施している。問実習室の他にホームノレーム教室も使

用して授業を行っている。クラス分割を行っているため、

非常に余裕を持った形で実習を行うことが出来ている。

高2・高 3では選択科目として「家庭基礎研究Jと

いう 2単位の科目が用意されている。少人数授業のた

め、 I~ 24の調理準備室をゼミ室代わりに使用するこ

とも出来る。

図24. 誠理準備室

まとめと新た

4.1格対的な問題点

ここまでの見てきたことから、本校の家庭科施設・

設備が抱える相対的な問題点を挙げる。

①占有で、きる実習室の不足

公立高校では、被服実習室・調理実習室を別個に持

つのが標準である。「高等学校普通科等家庭科教育施

設・設備基準Jに基づいて設置されているので当然であ

ろう。本校では 1994年まで、家庭科が実施されていなか

ったO 実習室皆無の状態から、転用とはし¥え 1つの実

習室を獲得できたのは意味がある。しかし、本校での家

庭科実施から 16年が経とうとしている。いつまでも現

状を甘受するわけにはしゅ瓦ないのではなかろうか。

②実習室の狭小

他校と比して、什器も什器同士の間隔も小さいとい

える。作業台と本校の校舎事情から仕方がないものであ

るが、作業台を大型化したり、実習時の生徒の移動スペ

ースを確保するためにも、実習室の大型化が望まれる。

③準備室の狭小

公立高校では、被服準備室・調理準備室を別個に持

つのが標準である。本校の現在の家庭科準備室は、

1994年の家庭科開始を控え、 6号館の平屋部分の階上

に急逮増築されたものである。そのため、狭小で、細長

い形になっており、器具や蔵書の収納に事欠し¥ている。

このような増築の経緯から即座の改善を求めるのは国

難であろうが、改めて必要J性を指摘しておく。

④設備の不足
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衛生指導を充実するためにも、乾燥機能っきの f包

了まな板殺菌保管庫j と、効果的な指導のため示範用

鏡の導入が必要である。

4.2参考にしたい他按の工夫

恵まれているとはいえない環境の中で苦心している

他校の工夫から、参考にしたいものを挙げる。

①準備段階での生徒の活用

3.1.1.4で紹介した県立千葉高校のような実習準備

への取組は、少ない授業時間を埋め合わせるのに適し

たものである。

②教室の汎用化

3.2.1.2で紹介した麻布高校・中学での家庭科教室の

多用途化は、専有教室がなかなか確保しにくい本校の

現状では参考になる取組である。そのためには什器の

新調などが必要となる。

4.3 r問題点jの再犠射
最後に、ここまで調査したことから、 2.3に再掲し

た「施設設備上の問題点Jの該当部分を再検討する。

①冷暖房の空調設備が未整備である。

今回調査した公立高校で、は空調設備が未整備で、あっ

たが、本校同様、授業運営上の制約事項となっている。

2011年7月には、神奈川県茅ヶ崎市の小学校で、窓を

全開にした誠理室での実習中に、児童が熱中症を起こす

事態も起きているvii)が、これは盛夏の時期だけでなく、

娩春から初秋にかけても発生しうる。改善を願し¥たい。

②調理実習室の什器(調理台・試食杭)の大きさ・高

さが、実習にはやや不向きである。

④食器戸棚(調理器具も収納)増設のスペースが必要

である。

⑤業務用冷蔵庫を廊下に直接面さない室内に移動する

ことが安全上望まれる。

4.1 ~こ掲げたように、実習室の大型化が望まれる。

③調理実習室の示範用鏡の設置が望まれる。

3.3.1.3に述べたように、「フィルムミラーj を用い

たものは安全で比較的安価であるため、導入を検討し

たい。

⑥家庭科準備室とは別個に家庭科の器材室の新設が望

まれる0

4.1や3.3.1.4に述べたように、狭小の準備室を補完

するために、器材室の新設が望まれる。

⑦家庭科/書道室の机の大きさが実習にはやや不向き

である。

書道と兼用のためすぐには解消できないが天板が一

畳サイズ程度のものに変更するか、収納場所の確保が

菌難であるが 3.1.1.3に紹介したテープ、ルミシンを併

用するなどの対応が望まれる。

結論として、 4年前に掲げ、本稿 2.3に再掲した「施

設設備上の問題点j は提唱するに足るものであり、解

消の必要性も変わっていないことがわかった。来るべ

き新築・改築に備えいっそう具体的な準備を考えたい。

{注釈]

i)文部科学省の「中高一実教育の概要Jには、「完

全中高一貫校j としづ制度は掲載されていなし 10 こ

こでは、「高校で外部募集を行わずに、併設中学の

卒業生のみ入学させるJ閉じた中高一貫教育の意味

として用いることとする。

心文部科学省の「高等学校教育の改革に関する推進状

況(平成22年度版)Jによると、千葉市立稲毛高等学

校・問附属中学校は、{井設型中高一貫校には数えられ

ていなし¥。しかし、同校の公式Webページやパンフレ

ットには「千葉県初の併設型公立中高一真ー教育校」と

植われており、事実上、併設型中高一貫校であること

は疑う余地がない。

iii)県立千葉中学の卒業生は高校入試を経た生徒と

混合したかたちで、県立千葉高校の各クラスに配属

されている。

iv)教員の平素の居場所に中高の違いが端的に表れ

ている。中学教員は中学職員室に集まっているが、

高校教員は各分掌の部屋、あるいは教科の準備室に

詰めている。もともと高校側に大職員室がなく、新

設倶IJの中学には大職員室が設置されたということ

と、中高教員の授業乗り入れが少ないため、このよ

うになったと推察される。

v)蛇の呂ミシン工業に問い合わせたところ、当該の

専用テープツレっきミシン(ジャノメ 395型 ST)は廃

番となっている(2012年 l月現在)。

vi)市立稲毛高校の定員は普通科 7クラス 280名、

国際教養科 1クラス 40名となっている。附属中学

の生徒は「内進生」として高校普通科に進学する。

本稿執筆時点(2012年 1月)での内進生の最上位学

年は高校2年生だが、内進生は高校入学生と月IJクラ

スとなっている。高校3年進級段階で、内進生、高

校入学生を混合してクラス編成をする予定とのこ

とである。

vii)産経新開 2011年 07月 07S 
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